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ストレス対処

Ⅰ．高度な専門
的知識・技術を
有し、主体的に
実践できる

Ⅱ．高い倫理観
に基づいた、質
の高い看護が提
供できる

Ⅲ．多職種と協
働し、看護の役
割を発揮する

Ⅳ．病院経営に
参画でき、看護
マネジメントが
できる

Ⅴ．後輩と共に
学び合い、自律
した看護職にな
る

Ⅵ．臨床看護研
究ができる能力
を有し、看護を
創造する
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レベルⅢ
①個別性を重視し
た看護を実践する
②看護実践者とし
て、後輩に支援的
役割を果たせる

レベルⅡ
①根拠に基づいた
看護を実践する
②後輩と共に学習

する

専門職業人として
の研究的態度

患者家族の思いを
理解した看護実践
患者の反応に応じ
た段階的支援

アセスメント、
看護診断、計画、
実践、評価

自部署の課題や対
応策の提案

当院の役割の理解

看護実践モデル
主体的に自己研鑽
しチームで実践、

指導

日々リーダーとし
ての主体的行動
多職種との協働

主体的に情報収集
根拠に基づいた看

護実践

日々の看護実践に
おける課題解決行

動

Ⅴ．東徳島医療センターキャリアラダー構造図　　　

看護管理
専門看護

レベルⅤ
専門性の発揮、管
理・教育的役割モ
デルとなり、研究
的に取り組む

レベルⅣ
①後輩の学習を支

援する
②チームリーダー
としての役割行動

がとれる

キャリアラダーレベル別研修

　　　＊各レベル名の右欄に記載している必須研修を修了した者は、自己・他者評価後そのレベルの認定申請を行う。
　　　　ただし、新人看護師、既卒新採用者、中途採用者は、自己・他者評価の状況に応じたレベル申請を認める。

看護実践における
問題解決のための

文献検索

倫理綱領の理解
情報確認の必要性
情報の共有

レベルⅠ
看護実践に必要な
基本的能力を習得

する

部門・部署の役割
看護部の位置づけ

平成31年4月　改訂

様々な役割モデル
自分のめざす看護

の追求
チームの学習環境

の整備

原因分析、対策検討
課題に対する解決
策提案と実践

看護チームの役割
モデル

多職種の意見、立
場を理解して全体

の調整

倫理的視点に基づ
く看護実践

意思決定支援にお
ける役割モデル

東徳島医療センター　看護部

平成30年1月　作成

看護倫理上の問題
提起、患者の権利

擁護

各部門の役割理解
部署の目標達成の
ため自己の役割遂

行

新たなことへの
チャレンジ

成人学習者として
学ぶ姿勢

キャリア開発

日々の看護実践に
おける問題に研究
として取り組む

看護の中の倫理上
のジレンマを表現
患者家族の思い・
希望を看護に反映

自施設の役割の理
解

看護ケアの質向上
のための改善点に

気づく

メンバー役割遂行
多職種と情報交換

自己の看護実践の
振り返り、意味づ

け

●経営改善に

向けた自部署

での取り組み

●医療安全

（事例分析）

●チームリーダーの役割

●個別性を重

視した看護過

程の展開

●日々の看護

上の倫理的問

題の問題提起

●日々リー

ダーの役割

●看護研究

●新採用者

技術研修

●新人のため

の医療安全
●部門・部署の役割（組織図作成）

●メンタル

ヘルス
●看護必要度

の基礎知識

●診療報酬の

基礎知識

●新採用者研修

●メンバーシップ

●看護師の

責任の理解

●多重課題へ

の

●看護実践の

振り返りと意

味づけ

自己の看護観

●報告・連絡

相談の重要性

●倫理的課題への取り組み

●看護を語ろう

（意思決定支援）

●ケーススタディ




